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【ベトナム】 首都ハノイ拡大計画 
 
＊2008 年 5 月 29 日、ベトナム国会は、「ハノイ拡大計画決議案」を可決した。2010 年に遷都 1000

年を迎える首都ハノイは、現在の面積の 3.64 倍、現在の人口の 1.77 倍に拡大する。同決議の

下、政府は、ハノイ拡大計画の立案を指導することになる。同決議は、8 月 1 日に発効する。 

 
 
ハノイ行政境界の拡大に関する国会決議 

 第 12 期第 3 回国会（5 月 6 日～6 月 3 日）において、5 月 13 日、政府は、「ハノイ

行政境界の拡大に関する意見書」を提出した。国会は、5 月 14 日の委員会審議、5 月

19 日の本会議審議を経て、5 月 29 日の本会議で「ハノイ行政境界の拡大に関する決議

案」（第 12 期国会 2008 年第 15 号国会決議）を 92.9％の賛成で可決した。同決議が 8
月 1 日に発効することにより、ハノイは、隣接するハタイ省の北部、ヴィンフック省

メリン県並びにホアビン省ルオンソン県のゾンスアン社、ティエンスアン社、イエン

ビン社及びイエンチュン社を合併することになる。これにより、面積は 920km²から

3,345km²に拡大し、人口は 350 万人から 620 万人に増大する。人口は、ベトナム最大

の都市であるホーチミン市と同規模になる。グエン・タン・ズン首相によれば、同計

画は、首都ハノイが、文化・科学・教育・経済・国際的ハブとしての国の政治・行政

センターとなることを目的とした。 
 
首都ハノイ行政拡大に関する政府説明報告 

 5 月 29 日の国会議決を前にして、同日、グエン･タン・ズン首相は、追加報告とし

て「首都ハノイ行政拡大に関する説明報告」を国会に提出した。これには、それまで

の国会審議において、多くの国会議員が政府のハノイ拡大計画に同意する一方で、拡

大計画における方策、規模、範囲及びロードマップについての詳細計画の説明が求め

られたという背景があった。同説明報告の概要は、以下のとおりである。 
 
(1) ハノイ拡大計画の準備 

 ハノイ拡大計画は、2010 年の遷都 1000 年記念事業の一環として 2000 年から開始

された（1010 年、タンロン（Thang Long=昇竜）に遷都、1831 年、ハノイ（Ha Noi
＝河内）に改称）。2000 年 12 月 15 日に採択された「ベトナム共産党第 8 期政治局第

15 号決議」（以下「15 号決議」という。）によって「国全体の中心、国の政治・行政の

中枢、文化・科学・教育・経済活動・国際交流の巨大ハブ」としての首都ハノイ開発

の長期戦略が推進されることになった。同月 28 日に国会常務委員会が制定した「首都

ハノイ法令」（2000 年第 29 号法令）では、「美しく、豊かな、かつ文明化・近代化し

た国全体の中心としてタンロン＝ハノイの 1000 年の伝統を継承し維持し、より繁栄し

た強力な国家建設に貢献する首都ハノイを建設し発展させる」ことが定められた。 
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2005 年 11 月には、共産党政治局が「15 号決議」を見直し、政府の党民事委員会に

対して 2006 年中にハノイ拡大計画を作成することを委任した。同委員会は、ハノイ拡

大計画の 5 案を作成し、そのうちの 3 案を共産党政治局に提出した。2008 年 1 月、共

産党第 10 期中央委員会第 6 回会議で、第 1 案を採用することが決定し、「首都ハノイ

行政境界拡大の強化に関する同意決議」が発布された。 
 
(2) 第 1 案の採用 
 第 1 案が採用された理由として、「15 号決議」及び「首都ハノイ法令」第 3 条で提

示した以下に掲げる 6 つの目標に沿う計画であったことが挙げられる。①国全体のシ

ンボルとなる近代的な社会主義の首都の建設、②近代的かつ同時進行的なインフラ並

びに持続可能な環境の構築、③国防、政治的安全保障及び社会的安全の安定化、④1000
年首都の長期にわたる伝統の保護及び活性化、⑤首都の高度で持続可能で均整の取れ

た経済成長の保証、⑥社会・文化環境の構築に対する集中的な取組み。 
 
(3) ハノイ拡大のロードマップ 

 ハノイ拡大に関する国会決議が 8 月 1 日に発効した後、政府は、2008 年末までに、

2009 年度の都市社会・経済開発及び予算計画を国会に提出するとともに、以下に掲げ

る計画を進めることになる。①ハノイ拡大建設の全体的計画スキームの要点をまとめ

る、②国民の意見を収集する、③2009 年度のハノイ拡大予算計画を国会に提出する、

④新しいハノイ市の行政単位を組織化する、⑤組織及び職員の業務を規定する、⑥関

連地域における文化的アイデンティティ及び歴史的遺跡を保護する。 
 土地の利用については、「土地法」に従い「第 11 期国会 2006 年第 57 号国会決議」

に添付した「土地利用 5 か年計画（2006-2010）」の見直しが、政府から国会に求めら

れる予定である。政府に対しては、農民、少数民族及び条件不利地域居住民の生活に

対して特別な注意を払うことが求められる。同計画は、「2030 年までの首都ハノイ地

域計画及び 2050 年までのビジョン」の下で実施される。 
 
参考文献（インターネット情報はすべて 2008 年 6 月 19 日現在である。） 

・“Explanatory Report on the Administrative Expansion of Ha Noi Capital (Presented by PM Nguyen 

Tan Dung at the 3rd Session of the 12th National Assembly),” 2008.5.29. ベトナム政府サイト 

<http://www.chinhphu.vn/pls/portal/docs/PAGE/VGP_EN/P_CONTENT_REP/P_NEWS_REP/GO

V1/2008/MAY/BC%20TTG.HTM> 

・“NA Passes Resolution on Hanoi Area Expansion,” Nhan Dan, 2008.5.30. Nhan Dan 紙サイト 

 <http://www.nhandan.com.vn/english/news/300508/domestic_na.htm> 

・“Phap Lenh Thu do Ha Noi, 29/2000/PL-UBTVQH10.”（首都ハノイ法令） ベトナム国会サイト 

<http://vietlaw.gov.vn/LAWNET/docView.do?docid=11893&type=html&searchType=fulltextsearch

&searchText=> 

 (遠藤 聡・海外立法情報課） 


